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1面・文明と文化 2面・１面の続き。導入拡大が進む新エネルギー
3面・ユニバーサルデザイン。漢字読み取りテスト。 4面・市民紙上セミナー。相続３

最近、新聞や書籍、テレビなどで文明や文化という大きなテーマを表現したタイトルに
出会う機会が多くなりました。
その根底には、２１世紀が情報技術(IT）により産業革命以来の大きな変革期にあるとの
評価が横たわっているからと思われます。
文明・文化とは ?・・この両者の関係は ?・・について考えて見ましょう。

文明は技術的、物質的活動が基盤・・文化は精神的活動が基盤・・

文明とは、技術的、物質的な長期的活動の結果、形作られた社会的状態を指しており、
文化とは、学問や芸術、道徳などの精神的活動の結果、得られた価値観や考え方、
また、これらによって生み出されたものの総称・・といわれております。

　従って、いろいろな技術を発明し、その技術に磨きをかけることにより発展した
２０世紀は、「物質文明」であり、この文明は地球環境問題で行き詰まりをみせました。
２１世紀は、「情報技術(ＩＴ）革命」による「知の創造」に価値を置いた「知の文明」
をめざしているといわれています。
これに対して、１４～１６世紀は、文芸復興(ﾙﾈｯｻﾝｽ）を基盤にした「文化の大変革」と
いわれる世紀でした。

「文明」と「文化」の間には、程よいバランスが求められる・・

例えば、情報分野では、インターネット社会(文明）を健全なものにするには、健全な
精神的活動(文化）が必要であることは、昨今のネットを利用した犯罪をみても明らか
なことでしょう。

経済分野では、その国や地域の社会的・文化的・時には政治的な力を反映させる
「文化的な貨幣」(円など）や世界の金融市場で、各国の貨幣が成り立つ共通部分を
集約して基軸通貨となっているドルのような「文明的な貨幣」が混在しています。
円満な取引を成立させるためには、このような文明的貨幣と文化的貨幣のほどよい
バランスが必要といわれています。 (２面へ）
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身近な問題で問われるそのバランス

文　明　と　文　化



(１面からの続きです。）

身近な場面でも、文明と文化　が顔を覗かせます・・

「知の文明」になりつつあるといわれる２１世紀の生活の中でも、文明と文化のバランスが
大切である場面に出会うことがあります。
情報通信技術に基盤を置く現代文明の中で、例えば電話応対一つが、その企業の文化を表現
したり、人間関係のあり方を左右することがあります。
これは、情報通信技術に基盤を置く「知の文明」と電話応対という日常の精神的活動(文化)
のバランスが問われる日常的問題です。

また世界一の技術文明を誇る米国を襲ったハリケーン災害への対応策が問題となっている
根底には、国と州、市民間での助け合いという精神的活動(文化）と 技術文明(知の文明)の
バランス問題が横たわっているといわれています｡

問題点を克服しながら
導入拡大が進む新エネルギー

エネルギー資源の大部分を海外に依存している日本は環境面のみでなく、資源面からも
新エネルギー導入拡大の成否は、国の存亡にも係わることといっても過言ではありません。
新エネルギーの代表格の風力発電と太陽光発電の導入状況は下記のグラフの通りです。

上記のグラフは、「経済性」や「出力安定性」などの問題点を克服しながら、新エネルギー
導入拡大の方向へ進んでいることを示しています。

発想の転換、厄介者をクリーンエネルギー　にした例・・・
雪を利用した「利雪事業」に取り組む山形県舟形町の話が、(財)地域活性化センター月刊誌
「地域づくり」で紹介されています。
同記事によると、野菜の低温貯蔵や町の研修施設の冷房で好結果を出した「雪冷房システム」
の誕生で、町民住宅に導入例もいくつか誕生しているという。

ちなみに日本列島には毎年１２００億トンの雪。雪１トンの冷熱量は１０万kcal(ｷﾛｶﾛﾘｰ）
その総冷熱量は天文学的数字に・・

（２）

（ＫＷ）
総設置基数
(基）

風力発電導入量の推移 太陽光発電の導入推移
（万ＫＷ）（万円／ＫＷ）

NEDO技術開発機構 経済産業省試算
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新エネルギー以外でも進む開発例・・
Ｎ大手海運会社は、Ａ、Ｂ重油に比較すると品質が落ちるＣ重油に水を10～２０％混ぜて、
燃料を従来より節約する技術を開発。
混ぜ合わせる技術・噴霧させる技術がポイント。
重油に水を混ぜて燃焼させる技術は「エマルジョン燃焼」と呼ばれ、コストは年間２００億
円削減の予定。０６年度に実用化するという・・

「すべての人が利用できるデザイン」 主張され、使いやすさ、わかりやすさ、
を主旨とするユニバーサルデザインの 安全性など平易に表現したユニバーサ
最初の提唱者は、アメリカの建築家で ルデザインの７原則を公表。
あり、工業デザイナーでもあった １９９８年以降には、国際標準化機構
故ロン・メイス氏。そのメイス氏は （ISO）が具体的指針をまとめ、
「すべての人にとって、できる限り ２００２年には、日本工業規格(JIS）
利用可能であるように製品、建物、 にも採用されました。
環境をデザインすることであり、 バリアーフリーは新たなバリアーを
デザイン変更や特別仕様のデザインが 生むと指摘される昨今、あらためて
必要なものであってはならない。」と ユニバーサルデザインに関心が集中。

ゆずろうよ　　みんなもいつかは 　高齢者

平成１７年度 秋の全国交通安全運動スローガン

運動の期間　９月２１日(水)～９月３０日(金)

その１９

漢字読み取り１０題・・１０点満点で・・あなたは何点でしょうか・・

①　齟　齬    　② 所　為　    ③ 風 情   　④ 所 以  　⑤ 借　問

⑥　出　捐　　　⑦ 御 花 菜　  ⑧ 足 忠 実  　⑨  態  態 　 ⑩  等  閑

(正解例は4頁の下欄に掲載しています。）

（３）

社会教育の推進活動

ユニバーサルデザインの歩み



講師・ＣＦＰ．高橋　昭夫　先生
＜相続（３）＞ 日本ファイナンシャルプランナー協会正会員

＜相続の選択＞
・相続人には、その意思を尊重し、その利益を保護するためにも相続方法を選択する
　ことができます。
・ ①単純承認　　②限定承認　　③放棄。
・相続を知った時から3ヶ月以内に相続方法を選択しなければなりません。

＜単純承認＞
・非相続人の権利義務を無条件、無制限に承認します。
・単純承認した場合、相続財産をもってしても相続債務を弁済出来ない時は相続人の
　固有の財産をもって弁済しなければなりません。
・通常、単純承認が一般的です。

＜限定承認＞
・相続によって得た財産の限度においてのみ被相続人の債務及び遺贈を弁済すべき
　ことを留保して、承認することができます。
・相続人が数人いるときは、全員の共同でなければ限定承認することはできません。

＜相続の放棄＞
・相続の放棄とは、非相続人の財産に属した権利義務の承継を拒否する行為、放棄
　すると初めから相続人とならなかったものと見なされます。
・放棄しようとする者は、原則として相続開始を知ってから3ヶ月以内にその旨を
　家庭裁判所に申述しなければなりません。
・放棄する者が単独で申述しなければなりません。
・相続を放棄した場合は、その子は「代襲相続人」になることはできません。

＜放棄とみなし相続財産＞
・放棄すると、本来の相続財産について効果を生ずるが、たとえば生命保険のよう
　な受取人固有の財産である、相続税法上みなし相続財産とされるものには及び
　ません。
・したがって、放棄しても生命保険金等を受け取ることができます。

  ①そご(元来は上下の歯が合わないこと。・・行き違い。食い違い。）　　②せい（しわざ。）　③ふぜい

　④ゆえん（わけ。理由）　　　⑤しゃもん（軽く、ちょっと質問すること）
　

　⑥しゅつえん（一般的には寄付すること。法律用語としては、本人は損失して、相手方に利得させること。）

　⑦おから（豆腐殻）　　⑧あしまめ（面倒がらずに、気軽に歩き回る人。）
　
　⑨わざわざ　　　　⑩なおざり・とうかん

（４）

　暮らしとタックスプラン(税)　ー　その１９

 社会教育の推進活動

       　　　３ページの漢字読み取りテストの正解例
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